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備考:Aの 村高は参稲 である・明治3年 以降、村の行政区割の再編があるため
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米 石 5 K糸 中等 貫匁
12.50
大麦{ 2.02 z.00 2.01 皮剥糸 貫匁
2.5a




A', 4.18 繭(¥7均)貰 匁 5 2.$7
3.94
小 豆 イ」 6.67 6.25
6.46 繭中等 貫匁 s.00 }
粟 石 Z.38 2.22 2.30 繭下等 貫匁
2.50 __一 一__一 ㎝
3.33 -一 一㎜一 罰.}-
2.5Q
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i
稗 石 1 1.00 1.00 大繭中等 貫匁
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陸稲 石 3.93 木綿縫糸 貫匁 ≒篶_一 一一凹團閉一
牡0
.75
小麦粉 貰匁 1.11 木綿織糸 貰匁
麺粉 貫匁 2.63 博多帯地 筋
1.1
0.75




・シ糸織薇 一に 二= __#i
一
0.03
焼酎 石 10 ・li it
一
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0.01
7
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45明 治前期 、愛川町域農村における商品生産の実態 と特質
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53明 治前期 、愛川町域農村における商品生産の実態 と特質
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66商 経 論 叢 第32巻 第1号
し
て
き
た
商
品
生
産
を
基
礎
に
織
物
業
が
展
開
し
て
き
た
こ
と
も
注
目
し
て
お
き
た
い
。
以
上
の
よ
う
に
明
治
六
年
か
ら
明
治
五
年
に
至
る
一
〇
年
間
は
村
の
立
地
条
件
も
、
田
畑
耕
地
の
あ
り
様
も
異
な
る
愛
川
町
域
農
村
に
お
い
て
、
第
二
次
産
品
、
特
に
養
蚕
・
製
糸
業
の
発
展
を
基
軸
に
し
た
商
品
生
産
の
発
展
が
顕
著
に
現
れ
、
村
の
経
済
規
模
を
二
倍
か
ら
四
倍
に
拡
大
し
た
≒
・
え
る
。
こ
う
し
た
生
産
力
の
発
展
に
規
定
さ
れ
、
村
を
と
り
ま
く
山
を
利
用
し
た
木
材
や
薪
炭
業
の
発
展
が
見
ら
れ
る
の
も
、
こ
の
地
域
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
山
稼
は
商
品
生
産
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
に
至
っ
た
。
ま
た
、
食
品
加
工
業
も
、
こ
の
間
に
い
ち
じ
る
し
い
発
展
を
示
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
近
世
か
ら
発
展
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
醸
造
業
は
量
的
に
は
増
加
し
て
い
る
が
、
村
経
済
に
占
め
る
割
合
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
見
て
も
、
こ
の
間
の
商
品
生
産
の
発
展
は
養
蚕
.
製
糸
業
を
基
軸
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
あ
と
が
き
以
L
・
愛
川
町
域
農
村
の
明
治
前
期
に
お
け
る
生
産
構
造
と
そ
の
変
化
を
明
治
六
年
の
圃産
物
書
ヒ
」
と
明
治
一
五
年
に
編
成
さ
れ
た
「
皇
国
地
誌
」
の
物
産
調
査
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
調
査
の
実
態
が
不
確
で
あ
る
と
の
理
由
で
必
ず
し
も
十
分
利
用
し
て
こ
な
か
っ
た
一産
物
書
h
」
等
こ
の
種
の
調
査
も
、
ぎ
り
ぎ
り
の
所
ま
で
分
析
を
つ
め
る
と
様
々
な
村
の
姿
を
語
る
こ
と
を
知
り
得
た
。
今
は
亡
き
良
き
友
で
あ
り
、
良
き
師
で
も
あ
っ
た
丹
羽
邦
男
さ
ん
と
共
通
の
恩
師
で
も
あ
っ
た
古
島
敏
雄
先
生
が
「
学
問
は
、
理
論
が
蕃
大
事
だ
し
、
お
も
し
ろ
い
の
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
ま
あ
、
そ
れ
は
そ
の
通
り
な
ん
で
す
が
、
し
か
し
手
を
つ
け
る
糸
口
っ
て
も
の
は
、
は
じ
め
か
ら
経
済
原
論
と
い
う
大
き
な
現
象
を
全
体
と
し
て
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
分
析
す
る
手
が
か
り
も
な
い
ん
で
す
ね
。
経
済
現
象
の
一
部
分
に
も
全
体
を
流
れ
る
ロ
ジ
ッ
ク
は
通
じ
て
い
る
。
熟
知
し
て
い
る
側
面
で
、
そ
の
場
を
動
か
す
条
件
を
正
確
に
捉
え
る
努
力
を
す
れ
ば
・
や
が
て
全
体
像
に
迫
る
糸
・
が
見
え
て
麺
。
」
と
話
し
て
お
ら
れ
含
葉
の
意
味
を
思
い
な
か
り
、
む
す
び
と
し
た
い
。
亡
き
友
丹
羽
邦
男
、
亡
き
師
占
島
敏
雄
先
生
の
安
ら
か
な
こ
と
を
願
っ
て
。
明治前期、愛川町域農村における商品生産の実態と特質
麗 麗 究麗,王
』 一訓
『
か
な
が
わ
論
叢
10
』
(神
奈
川
人
学
経
済
学
会
一
九
L
六
年
)
例
え
ば
小
風
秀
雅
「
茅
ケ
崎
市
域
の
白
E
国
地
誌
」
(『
茅
ケ
崎
市
史
研
究
』
第
、..号
)
.
田
島
悟
「伊
勢
原
市
域
の
皇
国
地
誌
」
(『
伊
勢
原
市
史
研
『
神
奈
川
県
白
E
国
地
誌
残
稿
(
と
・
ド
)
』
神
奈
川
県
図
書
館
協
会
郷
L
資
料
編
集
委
員
会
編
。
昭
和
、一.八
年
・.月
・
・○
日
刊
行
。
、
明
治
七
年
甲
戊
十
一
月
改
大
小
区
別
戸
数
人
日
調
」
(『
愛
甲
郡
制
誌
』
愛
甲
郡
役
所
、
大
正
一
四
年
刊
)
愛
川
町
田
代
大
矢
家
文
書
。
(以
ド
大
矢
家
文
書
と
記
す
)
大
矢
家
文
書
に
は
愛
川
村
田
代
人
民
大
矢
武
平
以
ド
〕
.
,ヒ
人
の
連
名
に
よ
る
「
不
肖
武
平
等
ガ
本
願
ヲ
成
ス
ノ
要
旨
ハ
愛
川
村
ノ
内
田
代
ヲ
分
割
シ
テ
隣
村
高
峰
竺
併
合
ノ
許
可
ヲ
得
ン
ト
ス
ル
ニ
ァ
リ
L
と
の
講
願
の
趣
旨
L
を
持
っ
て
神
奈
川
県
知
事
内
海
忠
勝
に
提
出
し
た
「請
璽
日」
が
残
さ
れ
て
い
る
。
}」
の
「
請
願
書
」
の
綴
り
は
割
印
、
連
名
者
の
記
名
押
印
が
あ
り
、
写
し
で
は
な
い
。
そ
れ
故
実
際
に
提
出
さ
れ
た
の
か
・
提
出
し
た
後
で
受
理
さ
れ
ず
返
さ
れ
た
も
の
な
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
結
果
と
し
て
は
両
村
の
分
合
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。
(
7
)
(
8
)
(
9
)
注
(
3
)
に
同
じ
。
(
10
)
『
神
奈
川
県
皇
国
地
誌
残
稿
』
の
上
巻
の
「
序
」
を
参
照
。
(
H
)
一
九
八
八
年
度
の
「
民
具
研
究
講
座
」
の
特
別
講
演
-
経
済
史
家
は
道
具
を
ど
う
見
る
か
」
の
講
演
の
一
節
。
『
歴
史
と
民
俗
』
4
(
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
・
一
九
八
九
年
)
に
そ
の
要
旨
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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